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Lエ遡

関数は，数，表，式，グラフ等の多様な表現を基に記述され，様々な現象の分析。考察で有効

に利用される数学的考えである。しかし，関数を難しいと感じ その利用を苦手とする児童生徒

が多い。その原因ほ，関数は場面に応じて表現の仕方が変る性格を備えているため，関数の表現

の仕方の指導に焦点が当てられるためと考えられる。実際，関数を表現するための力を児童生徒

がもたないままに指導が積み重ねられたり，関数の表現の仕方の指導が個々の児童生徒の関数的

思考の発展の実態とは関係なく扱われたりすることが多いのではないだろうか。関数の表現力の

発達やそこでの思考の変容をふまえた教育課程や学習指導過程の開発が求められる。この間題意

識の基で最終的な研究目的として「関数の表現力の発達やそこでの思考の変容をふまえた関数の

学習指導を進めることによって，児童生徒がより高次の関数の考えを利用できるようになるため

の学習過程を実現すること」を設定した。

この目的のために昨年度の研究でほ，関数を有効に活用できる能力を育て，生徒の理解に基づ

くカリキュラムの実現をめざし，小中高にわたる関数領域の思考の発達を調査した。ほじめに，

研究の視点として次の3点を設定した。

A．関数の活用の観点から事象の問題解決力の発達調査

B．思考の変容の観点から関数の表現方法の変容の調査

C．AとBの関係の調査

じ⊥＿堅塁里塾長」

次に上記視点A～Cに対する，小中高それぞれに所属する共同研究者（志水贋；筑波大学附属

小学校，山中和人；東京学芸大学附属竹早中学校，議田；代表）による実際の経験と予想，教育

課程の反省などの論議を経て，以下のような発達をみるための観点を設定した。
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発達についての観点

観点1．小学校から高校にかけて事象を関数で考察するさいの考察の方法が変るのでほない

か？

例えば，。小学校；表から法則化

。中学校；表，式，グラフの利用

。高校；微分法の利用

観点2．小学校から中学校にかけての表の見方が変るのではないか？

例えば，。変化の見方 VS 対応の見方

。対応関係の表現の仕方 y＝f（Ⅹ）とするか，f（Ⅹ，y）＝0とするか

観点3．小学校から中学校にかけてグラフのかき方がかわるのではないか？

例えば，◎折れ線一曲線

。離散量では点だけ取るか点を結ぶか

。変域は意識するか，また，意識の仕方ほ変るか

観点4．変化の見方が変わるのでほないか？

例えば，。表からグラフへ；

表：変化→対応

グラフ：点プロット→増減の様子→～関数のグラフ

。変化の割合；

中2一定，中3（yの増加量）／（Ⅹの増加量），高2微分係数

L【旦腰」

発達の実態を知る為に上記の観点に対する調査を進めた。調査方法は，同時期に同じ問題で複

数の学年に調査をして，集団全体の傾向から個人の発達の傾向を探る形式である。当初，小中高

同一問題で調査を行なることを考えた。しかし，小学校は事象の考察が学習の中心であるのに高

校ほ関数自体の考察が学習の中心であり，小学生と高校生ではかなり知識。技能に相違があるこ

となどから，「小学生と中学生」を対象とした調査問題（小中問題）と「中学生と高校生」を対

象とした調査問題（中高問題）を用意して，2系統に分けて調査を進めることにした。それぞれ

6，7問の問題で構成された1時間の記述式テストで調査を行なった。調査は，一般の公立の小

学校4年から高校2年（調査校の事情で実際にほ高2ではなく高3で行なった）の生徒に対して

各学年150名前後で行なった。実施時期は，昨年11，12月である。

［互盛衰］
調査問題と調査結果は以下の通りである。現在，上記の観点からの詳しい分析を，志水。山中

。議軋 個々に進めており，その成果ほ改めてこ日本数学教育学会誌に投稿する予定である。

－
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凹む

問1．1辺の長さが1cmの正方形の紙を，下の図のように，階段の形につんでいきます。

次の間に答えなさい。

ご 芸 遥遠
（1）．階段の段数を増やしていくとき，まわりの長さほどのようにかわっていきますか。
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正しい式をかいた。

その飽；r増えていくj、

r同じように増えていく」
誤答；r2倍になっていくj

rlつずつ増えていくj

「たて、よこ、1皿増えるJ

カ．空白

正答率（ア～エ）は、バ）冬＿以降変らをり。適切を鰐

筈アイが最もできる幽、6であり、中等に入る
と暖味をエ が増加し、中学で再びアの見方が育つ。

そのあを

臣三ヨ一

ク

ワ

イ

監ヨア

ア．：夢象を言責で表現する。r正方形の1つのま

ありの長さは4cヨだからj r4つずつ辺の長さ

が増えていくからJrま段増えると4⊂nずつ増

えるからj r正方形の4辺の分増える」

イ．貴から

ウ．言責の式く比例も含む）

ケ．その他く誤答を含む）

rl投ずつ増えているから」

コ．空白

アの能力ほ小6ビータである。

（2）．段数とまわりの長さとはどのような関係こなっていますか。

辱蒜Il⑤詞Il⑳碍l＝筒I12馬；（3取‡
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ア．最終的に1例を記述。r段数が4だと、拡の
長さも4になる」など

イ．増えれば増える。

ウ．1段増えれば、4瓜増える。

エ．比例する；ア㌣ウとの語合含む。
オ．言葉の式；ア～りとの複合含む。

カ．文字くⅩ，y，△，□）式；ア～ウとの複合含
キ．オ又ほカと比例；ア～りとの複合含む。
ク．誤写，その他

ケ．空白

ヱ地底遡
という笹塚表現に集約されるようだ。
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（3）．階段が10段のとき，まわりの長さほ同和ですか。
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必要がある。

ともなってかゎるもの；まなんですか。
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乃
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冨山昆鍔u琵ア．面積

イ．正方形の数
ウ．たて、よこ

カ．その他の正業
キ．正解を2つ以上記述
ク．空白，誤写

星空ヱニ地⊥と立窒ニュ変皇室
舶登重宝蔓遡
主よ泌
が多い。

2・直方体の形をした入れ物に，水を入れていって水の深さを測ったら次の衰のようになりまし

た。

水量（で昆） 1 2
′ヽ

．⊃
4

深さ（cm） 1．5

3篭4・5
6

直方体に水を入れた囲（略）
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（1）・水量と深さの関係を右のグラフにかきなさい。
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4．それぞれの問いの答えをア～オから選び○でかこみなさい。 国際数学教育調査比較問題

（1）．下の蓑：ま，yがⅩに比例するときのⅩ，yの値をあらわしている。PとQの値は，次のど

れですか。

X
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ウ P；＝10，Q＝∋1
エ Pニ14，Q＝15

オ Pニ15．Q＝14

－ 49 －



88

駒

48

記

思

字
草
退
行
と
分
布
の
柁
捨

▲
パ
オ
エ
ウ
イ
7

琵窮地田口記塞墓室璧

＠鍔4－⑳鍔d（＠恥く1和一2熟t3碍j（
l〉l〉 ＝l）l）H

（2）・下の真について，m，nの関馳あらわしているのは，次のうちどれですか。

m 1 2 3 4事

n 3 5 7 9

如

駒

相

調

8

学
年
追
行
と
負
布
の
花
椿

ア n＝m

ウ

オ

＠碍4（⑤間引魯碍A＝鞄t2同朋3同一（

か む 2） 2） む 2）

n＝－mXm十1

n＝2m十1

六
才
エ
ウ
イ
ア

野
田
田
監
口
琵

イ n＝3m

エ nニmX m十1

藍星空追⊥豊塾塵虜にある。

5・正方形の1辺の長さをⅩcmとし面積をyc舵すると，次の蓑のようになります。

Ⅹとyの開拓を表すグラフをかきなさい。

Ⅹ
・1 2 3 ‡4

y 1 4 9 16

卵

肋

68

明

記

思

l

学
年
追
行
と
発
布
の
柁
鞍

生ラフの藷面雇

◎靭ク⑤帯封魯謁5＝鍔勤2耗ク3琶5ク
‾ラフの 一労の －ラフの －ラフの－ラフの －ラフの

監ヨ工

員ヲ
Eヨア

呂盛を与えたグラフ用託

記鶉は面積、積勤ま辺の長さ

ア．連記曲註

イ．折れ法

ウ．点プロットのみ

エ．その他

連記的に曲謀求に点を詰ぶアi三小6から次第
に増加する。反比例の指導が涼きている。折
れ諒イは小6ヒータである。点プロットのウ
は、小6と中1に畏著であるもその他のグラ

フく符グラフ等）エほ、小4小うに多いが、小
6以降、このようなグラフをか＜喜ミシー数γラフをかく者ほ少数て
ある℡

－ 50－



グラフの定芸域i

曲U

8
一
d

a】

仇U

■り

8

8

功一

O）

7

6

くJ

4

へJ

2

1

芋
苓
退
行
と
分
布
の
稽
汚

昏岸汚⑤蒜5 ◎筒Sl宗S 2筒5 3筒三
言菟域言対義富来域言誇頃篭彩表富貴域

k
才

ナ
一
ク
言
コ
才
7

欝u罵山口G

キ

は一

ノ㌧
ム・

ア

ウ

J
今

ヰ l 一号

比
拉

／
′

＿／；
ヰ

貴
プ
ロ
ッ
ト

の

み

アるまパヽ6から申3へ増加傾向である。．折れ譲て、蓑の定義域に罷られたキ右ま／ト4から減少していく。

表の定義域にこだわらをい折九誌カグは、′ト6がピークである。′ト5まで与ま、いゎば芙崇のグラフ

てあり、正方形の面預であることから表の定芸域にこだわらなくなるのほ′ト6からである。また、

亘送迎j
にをる，

6．下のグラフは，ある人の各年齢における身長の記濠をグラフに表したものです。

次の間いに答えなさい。

（1）．4才のときの身長ほおよそ何cmですか。

88

開

閉

棚

a

監

l

享
年
逆
行
と
分
布
の
柁
抄

◎斡（⑤琶6（魯琶6（l筒6（2馬6（3買6t
＝ l） l〉 l〉 l） l〉

ア．一正答く80～90皿） イ．誤答

正答睾は学年進行とともをこ増大二至るJ

こ】イ
亡れ

転ア

1SO

108

ー 51－
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（2）・身長が100cmを越えるのは何才からですか。

耶

朗

馳

48

袖

珍

l

写
貰
逆
行
と
分
布
の
花
鞍

（○出向＠む

銅

的

駒

場

詔

志

l

芋
寄
進
行
と
発
布
の
噌
柊

芋
宰
追
苛
と
へ
≡
何
の
柁
韓

ll暮，－ナ●8

8

q－

右

詑

6
8
細

咽

38

詑

18

さ

⑤鍔8f◎筒6＝蹄（2滞（3鍔引

む か a 2〉 a

Eコイ
監ヨフ

ア．5才またをま7才

イ．誤答

地良旦全量重茎

数

（3）・身長が最も伸びたのは何才から何才ですか。

阿亨雷房茅可

重昂6（⑤筒6（魯鍔6＝琶6‘2綴13鍔61
3） 3〉 3） 3） 3〉 3i

¢誌引魯駆（魯鍬一鍔飢2恥く3蒜6（
3） 3） 3） 3） 3〉 3）

∈ヨ才
ア。1才間隔

竃表芸 イ・2才間隔
匡ヨつ ウ．3，4才間窟
Eヨイ
Eヨフ エ・それ以上

オ．無答

堅買馳遥垂」られか、。

何才からかう

乃
才
エ
ワ
イ
フ

打
田
罠
致
口
琵

ア．0才

イ．1才
り．4才

エ．12才

オ．13才
カ．14才
キ．その胤誤答

基墓轟

“
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（ヰ）・身長が伸びをくなったのは何才からですか。

戌リ

8

aU

包U

【む

8

ハロ

nO

6

4

2

1

写
写
壇
汚
と
八
一
二
仰
の
柁
…
格

【0出向舟
廿
朋

6出向＠心 感蒜6（i同6（2拓‡3鍔6（

d） d） d〉 A）

∈ヨア
⊆⊇三 イ．19才未満の解答

ア・20才以上の解答（正答）

少4から小6ま 茎三重豊里姐しているサ
変化をブラ

琵墓翌夏豊筆賢苧攣琴平拉む

B．中学校高等学校問題（その1）

問1・25旦はいるタンクに1旦水が入っています。このタンクにさらに水を入れる。 タンクの

水量の変化の様子が知りたい。タンクの水量を最初の3分間だけ観察すると次のようになりまし

た。

時間（分） 0 1 2 3

水量（て昆） 1

5壬少
1S

タンクの水量の変化の様子についてできるだけくわしく述べなさい。

〔プ；】 申芋悪手三筒31円零そのl

℡U

B

凸U

8

8

8

8

惣

■l

rb

く一

4．

【⊃

之

▲l一

貫
寒
退
行
と
瓜
二
仰
の
推
移

欝
i同l愕矧愕

欝謬
つーのそ

写
年
退
育
と
分
布
の
柁
格

伺

慧

38

古

記

ほ

℡

5

8

1

謬欝欝恩
在荷1

巧言

匿変通惑
ア．毎分4見

㌫

白
田
口
泣

乃
汀
エ
ワ
イ
フ

巴芳．．＿

㌫岩コ・・J

匡ヨケ
∈ヨク
Eヨネ

匠芝亘変遷

イ．式，言葉の式

ウ、グラフ；rl次間数のグラフj r切片が1

で傾き4」

エ．ア十イ

オ．ア十ウ

カ．イ十ウ

キ．ア十イ十ウ

ク．比例

ケ．比例とア、′キ

コ．その他

アの毎分遥亀という解答妄ま申3て落込むが、増

加傾向にある。一方、申3はキの琵含記述やケ

の比例との語合記述が多いことから、中3は諾

しい記述をしていることがわかる。また高1で

もキが多い。中等でほあって高校で志ま認められ

をくなる記述与まオの毎分4亀とグラフをああせ

た記述であり、逆にエの毎分4立と式をああせ
た記述妄ま芋草道行とともに増大する傾向にある。

したがって、串芋ではグラフを解釈する停向に

あり高校ては式で表現する傾向がある。

ー
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記述の際に変域に言及するかど うカ

享
年
退
行
と
発
布
の
推
柊

、▼■■

ふ ＿

等
号
遥
市
と
発
布
の
柁
格

l鍔12鍔13碍Il間1古間1

変域 琵壕 震域 要領 変域

l鍔12馬13鍔iI筒l認鍔l

クラブグラフグラフ グラフクラブ

lr

オー女二

イ．変域0一－6分

琶至芸妻笠芸芸三転地遥鮎選鉱重
臣ヨア する意芸が増大する遷座与ら邑⊥墨＿＿L一

イ

カ．

－J

ウ．

ーt－トl11・－
げ

rゝJ

キ ク
ん
ノ
コ

ゝ

貰グラフ

その他誤答
．－一

冊

ラ≡ノ≡㌻

∫ヽ一

アは高校で増加績向。イほ中3のみ少をい。り右ま中3が多い。エは申2高1が少ない。オ妄ま中3が
多い。ア、エの合計で考えると、中学でほ変らず、高校で増加する慣向がある。すなあち、グラフ
をかく力は高校で増大する。

問2．次の蓑をみて気がついたことを述べなさい。

（1） Ⅹ 0 1 2 3 4

y 0 2 4 6 8

別
田
花
田
田
嶋
訴
託
柑

野

学
年
退
市
と
分
布
の
柁
捧

l鍔22馬23謁2i荷2 政司2
（l）（l）くl）（l）（l〉

ケ
才
エ
ワ
イ
フ

田
四
日
堕
u
転

ア・掛こ見て式をかく。ry＝4ⅩJ「y／x＝1」

イ．芯に見て言葉で説明する。

「Ⅹを4倍するとyJ「2倍に比例」「・（5〉で

Ⅹが1増えるとyをⅩで割るとⅩの2怒にをる」
rxとyの葺が、」「yをⅩで割ると、」

ウ．串に見てyの変化のみ記述

エ．額に見てⅩyのともなって変ることを記述
オ．アとエ

カ．イとエ

キ．イとウ

ク．空白、誤写、（2）で反比例とのみ記述

ケ．（1），（う），（4）て比例とのみ記述

コ．く2）で反比例と1一－7の議会；誤写

整髪琴窒窒宣誓
－ 54 －



（2卜 Ⅹ

0川2書3
4

y

10蔓8
6

4壬2
分葛カテゴリ叫看ま（いと同じ。

芝地主
務少積何である。反比例と考える誤答割合は－

定している。

（5） Ⅹ 0

1蔓2毒3篭4

y毒0呈2篭8い8
32

分質カテゴリ“は（1）と同じ。

ヱ土星望進塁星夏空望迦選良三⊥登重畳主星遥
追二星山且重量娃壷三三追空
い。

（4） Ⅹ 0

1篭2
′ヽ

⊃ 4

y 0 1 8

27i6凄
分等カテゴリー毒ま（1）と同じ。

アイオの応の見方が増加傾向。

如

詣

印

粥

48

認

28

ほ

芋
寒
退
行
と
分
布
の
推
格

花

田

虫

網

認

詔

柑

昏

掌
考
遅
行
と
今
市
の
経
絡

写
隼
退
市
と
分
布
の
柁
移

－ 55 一

l筒22罵23鍔2 王帝2落馬2
（2）（2）（2）121（2）

l荷22買23馬21碍2雷同2
（3）（3）（3）（3）（3）

1碍22買23鍔2Ⅰ局2 惑碍2
（A）（4）（dl（4）（4）

琵
琶
岳

瞥
賢
n
鼠

コ
汀
エ
ワ
′
二
′

ア
汀
エ
つ
′
「
フ

琵買㌻
臣ヨ汀
∈ヨェ
監ヨゥ
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問3．次の蓑からⅩとyの関係を表すグラフをかきなさい。

X

1i2i3
4

5弓6，7蔓
y

4川0い
4

9い6妻
l

′qhレ

写
年
遥
行
と
分
二
仰
の
憎
轄

ア．

中三忘‡支局笥3クラブ

1碍32鍔33碍31筒3 這筒3

ヴラフクラブクラブクラブクラブ

イ．

ノ
1 1

エワ

言
コ
汀
ワ
′
r
ア

ロ
臼
琵
已
コ
琵

グラフ篤志（Ⅹy

【ア；j

事l－1－，－・－1－・1－－一・－↓－・－11T－－i－1書一l
認

諾

詔

5

柑

≡

軋

享
年
退
行
と
分
布
の
柁
鞍

中三芸子認諾3クラブその2

l蒜32罵33鍔3 ＝司3
グラフクラブブラフクラブ

エ．

‥
：
一
：
巧
ふ

れ子へ講カ●J キーモア；きト

早馬3
クラブ

｝
1 7

琶ヨナ
E：コプ
監ヨニ

ク．その他 ケ．窯筈

アイが増加慣向である。イ与ま2挟間数のグラフま誓毒力；増加していることから、蓑を2次宗教と考

えた著であり、串1中2のアは点を曲設て詰んだ看である。遂に、折れ誌でかくオ妄ま軍手進行にと
もをい消波する。

問4・次の蓑でⅩとyの関係がy＝2Ⅹ＋1で表されるとき，表の空間をうめなさい。

Ⅹ 2 5

y 5 15

ウ・斗

ア・諦
イー㌔

エ・ヰ
重量ヱ追墨迦選良三ユ逝
いエかのいずれか

－
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朗
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哨

詔
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一・▲

字
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発
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穏
峯

l荷d2買43問4鳩4改筒4

∈ヨニ
巨頭つ
Eコイ
巳ヨア



問5・関数y＝Ⅹ＋2のグラフをかきなさい；中1

関数y＝Ⅹ2のグラフをかきなさい；中2

関数yニⅩ

88

甜

由

相

調

●▲

字
孝
退
行
と
う
市
の
柁
捗

朗

約

馳

48

誠

一▲

享
年
過
行
と
公
布
の
推
移

H

3のグラフをかきなさい；中3～

l筒52買53鍔5 王蒜5琵琶5
クラブグラフグラフグラフクラブ

グ

琶…壬：

グラフ用紙 （Ⅹy

漫荒立還（中2、），2点で決る直誌（中
折れ諒（申2～）一点3つ以上の直詫仲

乙主乙聖女互云
ア．速読虫法（申2

ウ・点プロ・7トのみ。

監ヨつ エ．

転壬 オ．

誤答

増演義の利用

）
ヽノ

1⊥

l

カ．無言

譜

フフのス ケールの茨 つか

ロイ
ア・－巨盛；三1

転ア呈遥ラフでは、
星エゴ班窮市議。

吉3にをると

l問52鍔53筒51筒5豆筒5
スケースケーユケースケースケ一

問6・グラフをみて次の間いに答えなさい。

y＝2 Ⅹのグラフ （申1）

く1） 表の空調をう

Ⅹ

1…
y 8

y＝叫2x十

ガ）なさい
2のグラフ （申2〉 申3・－； y＝1／4Ⅹ2の グラフ

yの値；ア．正答

イ．誤写

（匡≡コⅩ＝1のときyニ○あり
【ブg】 中三耶琵望6（l）yの溜

鯛

扮

糾

明

訴

魯

＿
t
▲

芋
考
淫
行
と
発
布
の
柁
格

Eヨイ
監ヨア

Ⅹの慈； ア
イ
ウ
ニ

正答

十6のみく中3一－）

－6のみ（中3・－）
誤答

y＝8のときxニmある〉
【プg】 ¢芋富校鍔題＝）xの領

閃

的

嗣

確

認

魯

l

字
隼
退
行
と
発
布
の
姥
柊

ー
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異なる為

とでは、同一問題の申3

きないが、yの虐 を求める
、b■■

」 と；まかをりできる xの億壬を求めるこ

Xの健を一つし か求めをし 1誤写が多ゝ 1‡。

（2）どんな関数のグラフであるかを述べなさい。

1網

享
年
退
市
と
仏
‥
布
の
推
移

1罵ら2筍63鍔61筒6認識6
く2）（2）（2）（2〕（2）

（3）グラフの変化の様子を述べなさい。

芋
年
追
行
と
分
布
の
柁
捨

i罵ら2筒63鍔61筒6包帯6
（3）（3）（3）く3）（3）

プ‘、中3；阜⊥旦茎⊥甚土⊥互生姐

琶芸与
∈ヨ才
∈ヨエ
監ヨワ
Eニコイ
∈ヨ7

堅書つ

岩音

．
－
一課

叩凧

沃
」

2説「物

1

」放

藩

2

ト

．卜一

紙
」

卦

レ凸

L

ニに

1

y下

－一加

ト
ド

正増
前
述
j
に
て

名
記
点
常
し

の
る
頂
は
少
つ
つ
つ
芸

荒
す
r

V
義
っ
：
つ
4
無

間
問
－
・
一
「
r
・
ら
ら
ら
、

、
に
赤
城
化
か
・
が
か
芸

式
形
対
変
変
上
上
上
誤

「l

アイ

ウ
エ
オ
カ
キ
コ

式や琶毅の名前誉かく アと2積の説明オが増加

傾向で 変化を記述する エ妄ま涼少する毒。

ア．グローバルな変化の茂子「増加して減少」

「変・たの割合妄ま～」「Xが1増加すると、yミ三

～増加する」
イ．ローかレな変化の茂子「孟ノト値」

転′書芸：警二言に凸j「y鮒藤j「頂点J
オ．ア十ウ

カ．イ÷ウ

キ．アナイナウ

ク．誤写

ケ．蕉答

嚢筈ケ÷誤写クは 申1；48ヲg，申2：72

40％であり、同一間男の申3以上では、減少惇向。グ

‾護義重
である。

ー 58 －



問7・変化の割合について次の間いに答えなさい。ただし，（変化の割合）＝

（1）・変化の割合について知っていることを述べなさい。

記述内容

（Ⅹの増加量）

（yの増加量）

芋
年
退
行
と
ム
エ
仰
の
推
移

ー．†壬1－－1・－・・†・I⊥－・－1
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4

つJ

、
ノ
】

l

∴∵ニl

臣ヨ

l買72筒73鍔7 王碍丁荘筒了
（‖円（l〉円（l）円（い円（l）円

ク
刀
才
T
「
ュ
′

堅
出
罠
口
琵

ア．

イ．

ウ．

エ．

オ
カ
キ
ク
ケ
コ

変化の割合は一定てあると古ま限らない。

変化の割合は一定
2点間の傾き

グラフの傾き

定義式及びその式の説明
比例との間遠説明

平均変化率
上から2つ

上から3つ以上
その他、誤答窯筈を含む

変i地追＿エニ遂
馳ヱ
旦主皇三助
箋盤の記述ほ中2、高1の割合が高い。

（2）．次の蓑で変化の割合の値が6になるの毛・ま，Xがいくつからいくつまで増加するときですか。

X 0 1 2

3を4篭5篭6－
y 0 1 蔓，49

16i25呈36を
ア．正業が1償， イ．正解が2儒

オ．誤答、無言．

正答婁は写草道行とともに増大するが、高校入

軍役は変化をい

血q

血じ

払U

8

～d

血①

功U

qV

6

．叫

っー

●・▲

享
年
連
帯
と
分
布
の
柁
捨

l筒72濁了3筒7Ⅰ筒7正宗了
（2）（2）（2）（2）（2）

（3）．下の①～④のグラフでⅩが増加するとyは常に増加するのほどれですか。

①．yニー2x （診．y＝X之

l筒72買了3筒7 一馬了 孟宗了

（3）（3）（3）（31（31

餉

朗

喝

乃

℡

学
年
退
行
と
分
布
の
推
移

（Ⅹ≧0）

ア
ニ
・
エ
ワ
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フ

阿琵琶□仰山

＝

⑨

窓

瑠畑

馳

㌍
②
②
③
②
③
②
①
⑥
窯

●

●
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●

●
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臥
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ

－

59
－

才
イ
7

顎
6
日

（グラフ略）

⑥．y＝－2x之
く′

正ギア萎ま増加領向だが、高校では変化ない＿，



（4）．上のグラフで変化の割合の値が必ず0以上になるのミまどれですか。

㌢ゴリー与ま（う）と同じ

享
年
退
市
と
分
布
の
柁
轄

l馬丁2謁了3碍了l昂了道馬丁
（4）（d）（4）（d）くd）

ケ
ク
ー
「
ウ
イ
ア

琵
田
済
短
日
巳

正解ア妄三増加領向だが、正答要は低い。
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バ、中問題カテゴリ．一別解答妾
〔小中問題〕

1中学1年生

2中学2年生

5．調査データ

（彰 小芋4年生

⑤ 小学5年生

⑥ ′j＼学6年生 3中学3年生 ア～コのカテゴリーの意味は，各問題ごとに4で述べた。

行 学年帯解答種別
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